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今
月
４
日
の

国
家
戦
略
特
別

区
域
諮
問
会
議

で
「
国
家
戦
略

特
別
区
域
調
剤

業
務
一
部
委
託

事
業
」
に
つ
い

て
、
大
阪
市
が

岸
田
文
雄
首
相

か
ら
区
域
計
画

の
認
定
を
受
け

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
内
で
初
め

て
調
剤
業
務
の
う
ち
散
剤
を
除
い

た
錠
剤
等
の
一
包
化
業
務
に
つ
い

て
、
処
方
箋
を
応
需
し
た
以
外
の

薬
局
へ
の
委
託
が
大
阪
市
域
で
可

能
と
な
る
。

　

同
事
業
は
、
薬
局
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
の
専
門
企
業
や
医
薬
品
卸
な
ど

38
社
で
構
成
す
る
薬
局
Ｄ
Ｘ
推
進

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
大
阪
府
、
大

阪
市
が
昨
年
９
月
に
共
同
提
案
し

て
い
た
も
の
。
一
包
化
業
務
の
外

部
委
託
に
よ
り
、
薬
剤
師
の
対
物

業
務
を
軽
減
す
る
こ
と
で
生
み
出

さ
れ
た
時
間
を
患
者
の
服
薬
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
医
師
へ
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
在
宅
医
療
や

地
域
包
括
ケ
ア
な
ど
、
専
門
性
を

よ
り
効
果
的
に
発
揮
し
、
対
人
業

務
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

区
域
計
画
認
定
の
約
１
カ
月
前

に
、
厚
生
労
働
省
は
同
事
業
の
実

施
要
領
を
発
出
し
た
。
事
業
者
は

要
領
に
則
っ
た
手
順
書
、
委
受
託

薬
局
間
の
契
約
書
、
対
象
業
務
を

行
う
機
器
や
配
置
図
・
性
能
に
関

す
る
資
料
等
を
添
付
し
た
事
業
確

認
依
頼
書
を
保
健
所
設
置
市
の
大

阪
市
長
に
提
出
し
、
市
が
事
業
者

へ
の
確
認
通
知
を
行
っ
た
後
に
事

業
を
開
始
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

事
業
者
に
は
半
期
ご
と
に
事
業
実

施
状
況
の
報
告
を
求
め
て
い
る
。

　

先
の
記
者
会
見
で
、
横
山
英
幸

大
阪
市
長
は
「
患
者
の
医
療
安
全

体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

大
前
提
。
市
が
国
の
実
施
要
領
に

沿
っ
て
、
委
受
託
に
か
か
る
体
制

や
責
任
の
所
在
、
遵
守
事
項
等
の

確
認
を
十
分
に
行
う
」
と
強
調
。

大
阪
市
で
は
来
月
１
日
か
ら
事
業

確
認
依
頼
書
の
受
付
を
開
始
し
、

早
け
れ
ば
７
月
中
旬
頃
か
ら
調
剤

一
部
外
部
委
託
事
業
が
動
き
始
め

る
こ
と
に
な
る
。

　

事
業
の
実
証
に
向
け
て
、
１
年

前
か
ら
検
討
を
重
ね
て
き
た
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
で
も
、
こ
れ
ま
で
同

一
店
舗
内
で
完
結
し
て
い
た
一
包

化
業
務
を
薬
局
間
で
委
受
託
す
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
ま
ず
は
安
全

性
の
担
保
を
主
眼
に
置
い
て
進
め

て
い
く
よ
う
だ
。

　

一
方
、
実
施
要
領
で
は
対
象
業

務
の
委
託
の
実
施
は
、
予
め
患
者

や
そ
の
看
護
者
に
説
明
を
行
い
、

同
意
を
得
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
対
象
業
務
で
あ
る
一
包
化

の
多
く
は
高
齢
者
や
介
護
施
設
入

居
者
な
ど
の
在
宅
患
者
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
同
意
を
得
る
手
法
も

課
題
に
な
り
そ
う
だ
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
実
施
要
領
に
則
っ
て
実

施
す
る
の
は
相
当
に
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
イ
メ
ー
ジ
は
あ
る
。

　

調
剤
業
務
の
効
率
化
に
向
け
て

は
、い
わ
ゆ
る「
０
４
０
２
通
知
」

に
よ
る
非
薬
剤
師
の
業
務
範
囲
拡

大
や
、
全
自
動
調
剤
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
な
ど
を
進
め
て
い
る
薬
局
も

あ
る
。
た
だ
、
人
材
確
保
や
設
備

投
資
な
ど
コ
ス
ト
的
に
小
規
模
薬

局
に
は
負
担
が
大
き
い
。
調
剤
業

務
の
一
部
外
部
委
託
が
、
そ
う
し

た
業
務
効
率
化
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と

し
て
定
着
し
て
い
く
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

厚
労
省
は
、
次
期
制
度
改
正
の

検
討
テ
ー
マ
と
し
て
「
調
剤
業
務

の
一
部
外
部
委
託
の
制
度
化
」
も

提
示
し
て
い
る
。
実
証
事
業
の
成

果
次
第
で
は
、
今
後
地
域
で
の
薬

局
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
可

能
性
も
あ
り
そ
う
だ
。

外
部
委
託
は
薬
局
の
あ
り
方
変
え
る
か

　

浦
添
市
に
あ
る
昭
和
薬
大
附

属
高
校
・
中
学
校
は
、
沖
縄
の

戦
後
復
興
を
教
育
面
か
ら
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ

れ
、
今
年
で
開
設
か
ら
50
周
年

　

昭
和
薬
科
大
学
と
沖
縄
県
は
25
日
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
薬
剤
師
等
の
育
成
・
確
保
に

向
け
た
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
教
育
面
で
は
、
指
定
校
推
薦
対
象
高
校
の
拡
充
や
地
方

入
試
を
実
施
し
て
昭
和
薬
大
へ
の
進
学
を
推
進
す
る
ほ
か
、
薬
剤
師
の
就
職
支
援
も
行

う
。
県
や
県
薬
剤
師
会
と
共
催
で
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
病
院
と
薬
局

に
よ
る
個
別
就
職
説
明
会
も
実
施
す
る
。

　

薬
事
審
議
会
医
薬

品
等
安
全
対
策
部
会

安
全
対
策
調
査
会
は

25
日
、
藤
本
製
薬
が

多
発
性
骨
髄
腫
治
療

剤
「
レ
ナ
リ
ド
ミ

ド
」
の
後
発
品
の
承

認
を
取
得
し
、
販
売

す
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
の
安

全
管
理
手
順
と
し
て
、
サ
リ
ド

マ
イ
ド
製
剤
の
安
全
管
理
に
用

　

日
本
薬
剤
師
会

は
24
日
、
政
府
が

閣
議
決
定
し
た

「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方

針
２
０
２
４
」
と

「
規
制
改
革
実
施

計
画
」
に
対
し
、

山
本
信
夫
会
長
名

で
声
明
を
公
表
し

た
。

　

25
年
度
薬
価
改

定
に
つ
い
て
は
、「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
、
安
定
供
給
確

保
の
必
要
性
、
物
価
上
昇
な
ど

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
等
へ
の

配
慮
が
な
さ
れ
た
点
は
評
価
で

き
る
」
と
し
た
も
の
の
、「
７

年
連
続
で
実
施
さ
れ
た
薬
価
改

定
に
よ
る
製
薬
企
業
、
医
薬
品

昭
和
薬
科
大
、沖
縄
県

薬剤師確保で協定締結
沖縄で指定校推薦枠拡充

を
迎
え
る
。
こ
れ
ま
で
附
属
校

出
身
者
が
県
職
員
と
し
て
勤
務

す
る
な
ど
信
頼
関
係
を
築
い
て

き
た
中
で
、
今
回
の
協
定
締
結

に
至
っ
た
。

　

協
定
で
は
、

▽
昭
和
薬
大
の

学
生
お
よ
び
卒

業
生
の
県
内
へ

の
薬
剤
師
等
の

就
職
支
援
▽
薬

学
お
よ
び
薬
剤

師
に
関
心
を
持

つ
県
内
の
小
学

生
・
中
学
生
・

高
校
生
の
大
学

就
学
支
援
▽
そ

協定を結んだ渡部氏（左）と玉城氏

の
他
、
県
と
大
学
が
協
議
し
て

必
要
と
認
め
る
事
項
︱
︱
に
つ

い
て
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

大
学
就
学
支
援
に
関
し
て

は
、
附
属
校
の
内
部
進
学
だ
け

で
な
く
、
県
内
の
高
校
生
を
対

象
と
し
た
昭
和
薬
大
へ
の
進
学

を
推
進
す
る
。
具
体
的
に
は
、

指
定
校
推
薦
の
対
象
高
校
を
現

在
の
12
校
か
ら
拡
充
し
、「
沖

縄
本
島
に
所
在
す
る
県
立
の
進

学
校
は
あ
る
程
度
カ
バ
ー
し
て

拡
充
で
き
た
。
本
島
以
外
の
高

校
も
確
保
し
て
い
き
た
い
」
と

し
て
い
る
。

　

附
属
校
を
利
用
し
た
地
方
入

試
と
し
て
指
定
校
推
薦
を
実
施

す
る
予
定
で
、
地
方
入
試
と
し

て
一
般
入
試
の
実
施
も
検
討
し

た
い
と
し
た
。
ま
た
、
地
域
枠

制
度
や
独
自
の
奨
学
金
制
度
の

設
置
も
検
討
す
る
。

　

薬
剤
師
の
就
職
支
援
と
し

て
、
県
お
よ
び
県
薬
剤
師
会
と

共
催
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー

ン
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実

施
す
る
ほ
か
、
県
内
の
病
院
と

薬
局
に
よ
る
個
別
就
職
説
明
会

も
実
施
す
る
。
高
校
生
を
対
象

と
し
た
薬
物
乱
用
防
止
セ
ミ

ナ
ー
、
県
内
薬
剤
師
へ
の
卒
後

教
育
と
生
涯
教
育
な
ど
に
も
取

り
組
む
。

　

協
定
締
結
を
受
け
、
昭
和
薬

大
の
渡
部
一
宏
理
事
長
は
「
県

は
慢
性
的
な
薬
剤
師
不
足
の
状

況
で
あ
り
、
そ
の
課
題
解
決
に

手
伝
え
る
こ
と
が
な
い
か
と
の

強
い
思
い
が
あ
る
。
協
定
に
基

づ
き
、
県
と
協
力
し
て
地
域
に

貢
献
で
き
る
薬
剤
師
等
の
人
材

育
成
・
確
保
を
図
る
と
共
に
、

地
域
課
題
の
解
決
に
も
努
め
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

沖
縄
県
の
玉
城
デ
ニ
ー
知
事

は
、「
県
は
人
口
10
万
人
当
た

い
ら
れ
る
「
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
」
の

最
新
版
を
使
用
す
る
こ
と
を
了

承
し
た
。

　

レ
ナ
リ
ド
ミ
ド
後
発
品
の
安

全
管
理
手
順
に
つ
い
て
、
通
常

は
先
発
品
で
あ
る
ブ
リ
ス
ト

ル
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
ス
ク
イ
ブ
の

レ
ブ
ラ
ミ
ド
と
同
様
、「
Ｒ
ｅ

ｖ
Ｍ
ａ
ｔ
ｅ（
レ
ブ
メ
イ
ト
）」

を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
レ
ブ
メ
イ
ト
以
外
の
管
理

手
順
を
用
い
る
こ
と
を
希
望
す

る
製
薬
企
業
が
出
て
き
た
場
合

は
、
必
要
性
や
妥
当
性
を
含

め
、
厚
生
労
働
省
の
検
討
会
で

個
別
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

藤
本
製
薬
は
、
開
発
中
の
レ

ナ
リ
ド
ミ
ド
の
後
発
品
が
承
認

さ
れ
た
場
合
、
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
に

よ
る
安
全
管
理
を
希
望
。
１
月

に
報
告
書
、
６
月
に
補
遺
を
ま

り
薬
剤
師
数
が
全
国
最
下
位

で
、
今
後
も
慢
性
的
な
薬
剤
師

不
足
が
続
く
。
県
と
し
て
は
初

と
な
る
薬
剤
師
に
特
化
し
た
協

定
に
よ
り
、
薬
剤
師
の
人
材
育

成
と
確
保
が
図
れ
る
と
共
に
、

地
域
の
活
性
化
と
地
域
課
題
の

解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
」
と
し
た
。

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
使
用
を
了
承

レ
ナ
リ
ド
ミ
ド
後
発
品

安全対策調査会

と
め
て
い
た
。
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
は

既
に
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
サ

リ
ド
マ
イ
ド
製
剤
の
安
全
管
理

手
順
と
し
て
運
用
さ
れ
、
同
社

の
提
案
は
従
来
の
管
理
手
順
を

大
き
く
変
更
す
る
も
の
で
は
な

い
と
し
た
ほ
か
、
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｓ

と
レ
ブ
メ
イ
ト
の
整
合
に
関
し

て
は
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
措

置
が
行
わ
れ
る
予
定
と
し
て
い

る
。

　

そ
の
上
で
、「
同
社
の
後
発

品
を
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｓ
で
管
理
す
る

こ
と
に
つ
い
て
患
者
や
医
療
現

場
の
負
担
は
許
容
さ
れ
る
」
と

し
た
。

卸
売
販
売
業
、
そ
し
て
薬
局
に

至
る
一
連
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
へ
の
財
政
的
影
響
や
度

重
な
る
薬
価
改
定
に
よ
る
薬
局

経
営
等
へ
の
影
響
に
も
目
配
り

の
利
い
た
、
国
民
が
適
時
・
適

切
に
医
薬
品
を
入
手
可
能
と
す

る
抜
本
的
な
対
策
も
必
要
」
と

中
間
年
改
定
の
あ
り
方
を
慎
重

に
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
。

　
「
調
剤
録
等
の
薬
局
情
報
の

Ｄ
Ｘ
・
標
準
化
の
検
討
を
進
め

る
こ
と
」
と
明
記
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
て
は
、「
シ
ー
ム
レ
ス

な
医
療
・
介
護
連
携
、
多
職
種

連
携
、
薬
局
・
薬
剤
師
業
務
の

質
的
向
上
に
向
け
た
大
き
な
一

歩
」
と
評
価
し
た
。

　

一
方
、
規
制
改
革
実
施
計
画

に
対
し
て
は
、
薬
剤
師
が
医
薬

品
や
健
康
食
品
の
販
売
に
関
与

す
る
必
要
性
を
主
張
し
た
。

日
　
薬

骨太の方針で声明


